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2022年８月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2022 年７月 14 日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、2021 年 10 月 15 日に公表し

ました 2022 年８月期（2021 年９月１日から 2022 年８月 31 日）の通期連結業績予想を下記のとおり修

正しましたのでお知らせいたします。 

記 

１．連結業績予想の修正について 

（１）2022 年８月期通期連結業績予想の修正（2021 年９月１日～2022 年８月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 19,000 1,550 1,900 1,250 89.91 

今回修正予想（Ｂ） 17,800 860 1,400 910 65.33 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 1,200 △ 690 △ 500 △ 340  

増減率（％） △ 6.3 △ 44.5 △ 26.3 △ 27.2  

(ご参考)前期実績 

(2021 年８月期) 
15,263 1,356 1,836 1,240 89.82 

 

（２）連結業績予想修正の理由 

当社は、2022 年６月８日に「2022 年８月期採用計画の変更に関するお知らせ」で公表しましたとお

り、当第４四半期においても採用を強化する計画に変更いたしました。このことにより、当初計画（純

増 459 名）に対し採用数を増加させ、エンジニアの純増が通期で 649 名となる見込みになりました。こ

れに伴う採用コストの増加、初期研修期間中の待機期間・コストの増加などの影響で各利益が減少する

結果となりました。 

また、長引く新型コロナウイルス感染症の影響から経済が回復基調となる中、社会における IT 人材

の流動性が高まり退職者数が増加したこと、ソリューション型サービス（請負）において計画が未達と

なったことも重なり、売上高、各利益とも前回予想を下回る見通しです。 



 

 

２．今後の事業取組 

当社としましては、今後の成長について、営業体制の拡大と強化により継続的な成長を実現するとと

もにエンジニアの離職対策を進めていくこととし、具体的には以下の３点に対して重点的に取り組んで

まいります。 

① IT 人材の採用が困難な状況下においても当社は計画以上の採用を実現できており、当期は過去最

高のエンジニア数増加となります。この採用により来期の売上成長基盤を早期に構築いたします。 

② 継続して行っている DX シフトへの取り組みにより、エンジニアの付加価値向上を図りつつ、長期

的な活躍を支える人事制度やキャリア支援施策の整備を行うことで、エンジニアの退職者数減少に

取り組みます。 

③ 2023 年８月期第１四半期までに、現状に対し 30％以上営業人員を増やして営業体制の拡大を図る

ことで、既存顧客との更なる取引拡大に加え、約 600 社ある現在の取引先と似た特性を持つ見込み

顧客に対しても営業活動を行うことで取引先の拡大に取り組みます。 

 

３．期末配当予想について 

今般、当社は業績予想を下方修正することとなりましたが、「2022 年８月期採用計画の変更に関する

お知らせ」で公表しましたとおり、当社の計画変更を主な要因としたものであることから、2022 年８月

期の期末配当予想の変更はございません。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 


